
～ 峡南地域の未来をつくる ～

峡南「ひとひと NET」

峡南「ひとひと NET」Ａグループ

テーマ
地域コミュニティにおける防災に関するアンケート



峡南「ひとひと NET」
Ａグループ・メンバーの紹介

氏 名 居住地域

リーダ 片桐 成二 市川三郷町

片田 悠貴 身延町

大木 彩 早川町

齊藤 美奈子 富士川町

齋藤 美佐 市川三郷町

山下 佐由美 富士川町



今日までの活動の内容
日程 内容 備考

令和４年６月１２日 ひとひとＮＥＴ開所式 テーマ決め

令和４年７月１４日 グループ別調査研究① グループ討議

令和４年９月１５日 グループ別調査研究② グループ討議

令和４年９月２７日
アンケート調査依頼につい
て

青洲高校へ訪問

令和４年１０月１３日 グループ別調査研究③ アンケート項目決定

令和４年１１月２日～１９日 アンケート調査実施

令和４年１１月２０日～
１２月１４日

アンケート分析 発表資料骨子作成

令和４年１２月１５日 成果発表リハーサル グループ討議

令和４年１２月１６日～
令和５年１月31日

発表資料作成

令和５年２月１６日 成果発表



アンケートによるデータ収集

期間：令和４年11月2日～11月19日

対象：青洲高校の先生・生徒・保護者の方々

回答数：２５２人

アンケート方法：MicroSoft forms

「調査・研究」の実施



【ご自身に関する質問】
1.お住まい（市町村）
2.学年・年齢
3.性別

【内容】
4. あなたは、自然災害を意識していますか
5. どんな自然災害を意識していますか(複数回答可)
6. お住いからの避難場所を知っていますか
7. 学校からの避難場所を知っていますか
8. お住い近くの防火水栓の場所は知っていますか
9. ハザードマップを見たことがありますか？
10. 災害時の家族との連絡手段・方法、集合場所等について、話し合ったことはありますか？
11.「ある」と答えた方は、その内容を具体的に教えてください
12.「ない」と答えた方は、その理由を教えてください

「アンケート設問①」



13.災害伝言ダイヤル（171）を知っていますか?
14.実際に使ったことはありますか?
15.キャンプの経験は避難生活に役立つことがあると言われています。キャンプをした 経験は
ありますか？

16.「ある」と答えた方は、その時いつもの生活と比べて、不便や不自由を感じたことがありま
したら教えてください

17.ご自宅に防災グッズは常備されていますか?
18.防災グッズは誰が準備しましたか?

※高校生ご本人の場合は「子」、お母様ご本人の場合は「母」を選択してください
19.いざという時、あなたは一番最初に何を持ち出しますか？ご自由にお書きください
20.ご近所付き合いについて、ご自身の考えに近いものを選んでください

・わずらわしい、楽しい、重要だ、古い、必要ない
21.隣や向かいの近所の方についてどのくらい把握されていますか？

・顔、名前、家族構成、災害時支援の要不要
21.災害時への備えとして、何が重要だと思いますか？（複数回答可）
22.災害が発生した時に、必要な情報(避難勧告、交通機関の遅延、道路通行止めなど)をどのよ
うな手段で入手しますか？ (複数回答可)

23. 災害が起こったとき、あなたが心配になるであろう相手は誰ですか？（複数回答可）
※お父様から見て奥様は「母」、お母様は「祖母」をという具合に選択してください

「アンケート設問②」



1

10

20

1

57

15 15

3

44

5

54

6
1

20

0

10

20

30

40

50

60

1.お住まい（市町村）

3

89

44

3

62

17

34

0

20

40

60

80

100

2.学年・年齢

男性, 47

女性, 203

その他, 2

3.性別

市川三郷町と南アルプス
市のお住いの方が多い



まったく意識し

ていない, 4

時々意識する, 

212

常に意識して

いる, 36

4.あなたは、自然災害を意識していますか

0

10

20

30

40

50

60

女
性

そ
の
他

女
性

男
性

女
性

男
性

女
性

男
性

女
性

男
性

そ
の
他

女
性

男
性

女
性

男
性

30代 40代 50代 60代 高校1年生 高校2年生 高校3年生

5.どんな自然災害を意識していますか

水害（大雨、豪雨による川の氾濫）

台風

地震

噴火

災害について、常に意識して
いないが、他地域の災害発生
により、意識するようです

富士川流域の峡南地域
特有なのか、
水害を気にしている
様子がみられる



232

20

6.お住いからの避難場所を知っていますか

知っている

知らない

62

190

7.学校からの避難場所を知っていますか

知っている

知らない

そりゃ、知っていますよね

え、学校からの避難場所
を知らない方、多い
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8.お住い近くの防火水栓の場所は知っていますか

知っている

知らない

227

25

9.ハザードマップを見たことがありますか？

ある

ない



ある, 

108

ない, 

144

10.災害時の家族との連絡手段・方法、集合場所

等について、話し合ったことはありますか？

6

101

41

興味がない

話し合う機会がない

何を話していいかわから

ない

12.「ない」と答えた方は、その理由
を教えてください

集合場所 37

避難場所 25

連絡手段（LINE） 4

連絡手段（電話） 4

連絡手段（災害伝言ダイヤル） 4

連絡手段 2

11. 「ある」と答えた方は、
その内容を具体的に教えてください



比較対象

防災に関する高校生の
意識調査アンケート結果概要

【実施概要】
実施時期：平成 30 年 4 月～5 月
対象 ：平成 29 年度理事校・・・・ 10 校

第 1 分科会員所属校・・・・・8 校
回答者数 ：4,749 名

神奈川県立高等学校 PTA 連合会
県大会第一分科会配布資料
2018 年 12 月 1 日
http://www.kanagawa-koupren.org/wp_prod/wp-

content/uploads/2018/11/fa32c66af6997aa9449d253c72d8b44b.pdf
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13.災害伝言ダイヤル（171）を知っていますか

知っている

知らない
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14.実際に使ったことはありますか

ある

ない

伝言ダイヤルは知っているが、使ったこと
がない方が、多いですね

知っていますか？伝言ダイヤルの体験がで
きることを

https://www.ntt-east.co.jp/saigai/voice171s/howto.html
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15.キャンプの経験は避難生活に役立つことが

あると言われています。

キャンプをした経験はありますか？
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合計 / ある 合計 / ない

16.「ある」と答えた方は、その時いつもの生活と比べ
て、不便や不自由を感じたことがありましたら教えてく
ださい。

トイレ 22

電気 12

水 12

天候（寒暖差） 10

ガス（火おこしが大変など） 7

風呂 6

虫 4

特になし 4

小さい時だったから覚えていない 2

衛生面 2

いつも使っている物がすぐに使えないところ 1

雨が降ってきたのでテントの中が水浸しになった 1

洗濯 1

ライフライン 1

インターネット 1

レンジ 1

炊事 1

不安感 1

夜風の音が気になった 1

お湯 1

斜面だから移動が大変 1

狭い 1
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18.防災グッズは誰が準備しましたか

※高校生ご本人の場合は「子」、お母様ご

本人の場合は「母」を選択してください



常備薬 2

身分証明書 2

米 1

避難用具 1

メガネ 1

コンタクトレンズ 1

衣類 1

ライフジャケット 1

車 1

情報が得られるもの 1

飲食類 1

防災のリュックに入れてある個人情報など 1

モバイルバッテリー 1

火を起こせるもの 1

布団 1

防寒着 1

保険証 1

印鑑 1

重要書類 1

大事にしている手紙 1

鍵 1

大事なものが入っているカバン 1

リュック 1

身近にある物 1

携帯電話（スマホ） 64
非常用持ち出し袋 27
水 17
食料 17
お金 17
防災グッズ 14
常用カバン 13
財布 13
ペット 9
ライト（懐中電灯） 7
貴重品 6
通帳 6
子供 6
わからない 5
非常食 5
飲み物 4
家族 3
頭を守るもの 3
靴 3
毛布 3
防寒具 2
ラジオ 2

19.いざという時、あなたは一番最初に何を持ち出しますか？
ご自由にお書きください。



ちょっと！ 一休み
私たちの峡南地域の紹介

峡南地域は、山梨県の南側で富士川沿いに、市川三郷町、富士川町、身延町、
早川町、南部町の５町を示す地域です。特産の農産物の栽培が盛んで、世界最古
の温泉旅館や身延山久遠寺などの歴史、和紙や雨畑硯などの伝統工芸、移りゆく
四季の自然など、魅力にあふれています。中部横断自動車道の開通を機に中京圏
や関東圏も近くなっている地域です。

https://www.iju.pref.yamanashi.jp/main/
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近隣の方とのおしゃべり

マイ・タイムライン（被災時に行う自分のための防災

計画）の作成

震災が起こりにくい場所への転居や、防災のための住

宅の改修（耐震化等）

防災情報の収集（アプリ、ポータルサイト等の活用）

避難訓練への参加・実施

自身や家族への災害に関する学習・教育

家具などの転倒防止

食料・水等の備蓄や非常持ち出しバッグ等の準備

ハザードマップや避難場所・経路の確認

22.災害時への備えとして、何が重要だと思いますか？

件



「国土交通白書 2021
第2節 災害リスクの増大や老朽化インフラの増加
4 防災に関する国民意識」より
https://www.mlit.go.jp/hakusyo/mlit/r02/hakusho/r03/html/n1224000.html

比較対象



回答 件 回答割合

1テレビ 143 57%

2ラジオ 114 45%

3行政のホームページ 40 16%

4市町村などの防災無線 63 25%

5防災情報のツイッターなどのSNS 38 15%

6スマートフォンアプリ 100 40%

7地域の放送 1 0%

8特にない 1 0%

総回答数 500

回答者人数 252

23.災害が発生した時に、必要な情報(避難勧告、交通機関の遅延、道路通行止めなど)を
どのような手段で入手しますか？
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「平成３０年度県政モニターアンケート
平成３０年９月山梨県防災局防災危機管理課 「防災意識に関するアンケート」 調査結果」より
https://www.pref.yamanashi.jp/koucho/documents/monitor30-4.pdf

比較対象
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24.災害が起こったとき、あなたが心配になるであろう相手は誰ですか。（複数回答可）
※お父様から見て奥様は「母」、お母様は「祖母」をという具合に選択してください
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（複数回答可）※お父様から見て奥様は「母」、お母様は「祖母」をとい
う具合に選択してください

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

女性 その他 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 その他 女性 男性 女性 男性

30代 40代 50代 60代 高校1年生 高校2年生 高校3年生

子
ペット
学校の友達
兄弟・姉妹
祖父
祖母
被災したのではないかと思う親しい人
父
母
学校以外の友達
夫
親類
ひいおばあちゃん



＜考察と課題＞

以上のことより、みなさん防災に対しての意識は高いようです。
特に、峡南地域の５町にお住まいの方は、富士川沿いのため常に水害のことを意識して
いるようです。
高校生については、かなり防災意識は高いと感じられます。しかし、中には時代性な

のか、災害時には頼りにならないスマートフォンを重要視している方も多く見受けられ、
いざというときの対応や備えに関する情報が十分に普及されていない様子もうかがえま
した。

また、独自の内容として加えた、ご近所付き合いにまつわる内容について、やはり地
域コミュニティーが比較的強固な様子が反映されていたように感じました。
まずは自分の命を守る行動を大前提とし、ご近所の高齢者さんのことも気にかけつつ

避難困難者を助けられる、そういう若者層を広げていくことが災害に強いまちづくりに
つながると思います。



＜反省点＞

今回、Microsoft Forms の使用により途中回答の受付がストップ
してしまうトラブルが発生しました。
それにより想定していた800の回答から大幅に回収率が低くなってし

まい、信ぴょう性を高めることができなかったのが反省点です。

しかしながらいただいた回答内容は地域性をよく表す内容が反映され
ていると感じられました。またこのようなアンケートを実施する機会が
あれば、今回の経験を活かして取り組めたらと思います。



＜最後に＞

今回の、研究調査に関し関係各所には、ご協力いただきありがとうございまし
た。
私たちは、公共の場で初めてアンケート調査を計画・実行するにあたりいくつ
かの失敗の経験もありました。
本来であれば、もう少しデータ収集が出来た所でありますが、想定より
取集データが少なく正しい成果が出たのか心配していましたが、要所要所に特
徴が現れており、強みとしては比較的高い防災意識と強固な地域コミュニ
ティー、弱みとしてはキャンプ等の経験が少なく、スマートフォンのような機
器を頼りがちな傾向を読み取ることができました。

今回の結果が、防災意識の向上や情報の普及につながれば幸いです。



ご静聴ありがとうございました

峡南「ひとひと NET」Ａグループ
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22.災害時への備えとして、何が重要だと思いますか？
ハザードマップや避難場所・経路の確認

家具などの転倒防止

自身や家族への災害に関する学習・教育

食料・水等の備蓄や非常持ち出しバッグ等の準備

特にない

避難訓練への参加・実施

防災情報の収集（アプリ、ポータルサイト等の活用）

近隣の方とのおしゃべり

震災が起こりにくい場所への転居や、防災のための住宅の改修（耐震化等）

マイ・タイムライン（被災時に行う自分のための防災計画）の作成

震災が起こりにくい場所への転居や、防災のための住宅の改修（耐震化等）

【参考】
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23.災害が発生した時に、必要な情報(避難勧告、交通機関の遅延、道路通行止めなど)をどのような

手段で入手しますか？
スマートフォンアプリ

テレビ

ラジオ

行政のホームページ

市町村などの防災無線

地域の放送

防災情報のツイッターなどのSNS

特にない

【参考】


